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一　

連
携
に
い
た
る
経
緯　

近
年
、
大
学
の
も
つ
専
門
的
な
教
育
機
能
を
学
校
教
育
に
生
か
す

こ
と
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
個
人
レ
ベ

ル
で
の
連
携
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
徳
島
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、

県
教
委
）
及
び
各
学
校
と
大
学
と
の
連
携
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、
さ
ら

に
は
地
域
の
生
涯
学
習
と
も
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
一
五
年
度
に
県
教
委
は
「
地
域
総
合
教
育
力
向
上
推
進
事
業
」

（
～
平
成
一
八
年
度
）
を
立
ち
上
げ
た
。
平
成
一
五
年
五
月
二
九
日

に
は
、
県
教
委
と
県
内
に
所
在
す
る
徳
島
大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
、

徳
島
文
理
大
学
、
四
国
大
学
、
放
送
大
学
（
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
）

の
五
大
学
と
の
間
で
、
連
携
に
関
す
る
覚
書
を
交
換
し
た
。

県
教
委
と
県
内
の
五
大
学
が
組
織
と
し
て
連
携
し
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
、
地
域
、
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
具

体
策
を
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
同
年
六
月
に
、
連
携
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
及
び
三
つ

の
専
門
部
会
（
大
学
・
学
校
間
連
携
部
会
、
教
員
養
成
・
研
修
部
会
、

生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
）
を
設
置
し
て
、
連
携
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。

専
門
部
会
は
、
年
三
回
開
催
さ
れ
、
そ
の
年
度
の
具
体
的
な
取
組

や
次
年
度
の
新
し
い
取
組
等
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
具
体
的
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
各
大
学
か
ら
一
名
ず
つ
、
県
教
委
か
ら
四
名
程
度

の
約
一
〇
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
・
学
校
間
連
携

部
会
の
下
に
教
育
情
報
作
業
部
会
を
置
い
て
い
る
。

連
絡
協
議
会
で
は
、
年
度
末
に
各
学
長
・
所
長
と
教
育
長
な
ど
約

徳
島
県
内
の
大
学
と
徳
島
県
教
育
委
員
会
と
の

連
携
に
つ
い
て

徳
島
県
教
育
委
員
会　

学
校
政
策
課

●
事
　
例
●
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四
〇
名
が
出
席
し
て
、
専
門
部
会
か
ら
一
年
間
の
報
告
と
次
年
度
に

向
け
て
の
提
案
を
受
け
て
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
大
学

長
・
所
長
と
教
育
長
の
間
で
、
教
育
を
と
り
ま
く
最
新
の
問
題
等
に

つ
い
て
の
議
論
や
、
各
大
学
で
の
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
の
紹
介
が

行
わ
れ
て
い
る
。

二　

大
学
・
学
校
間
連
携
部
会
に
お
け
る
取
組

主
と
し
て
、
高
大
連
携
事
業
は
大
学
・
学
校
間
連
携
部
会
に
お
い

て
、
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

（
一
）　

出
張
講
義
一
覧
の
作
成

大
学
に
お
け
る
先
端
的
な
学
問
や
技
術
に
関
す
る
講
義
に
、
生
徒

達
が
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
学
び
』
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
逆
に
、
大
学
教
員
が
生
徒
達
の

生
の
声
を
聞
い
た
り
、
実
態
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大

学
に
お
け
る
教
科
や
専
門
科
目
の
教
育
に
学
校
現
場
の
ニ
ー
ズ
等
を

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

各
大
学
の
出
張
講
義
一
覧
を
、
徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
年
度
当
初
に
更

新
す
る
と
と
も
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
も
可
能
と
し
て
、
利
用
し
や

す
く
し
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
度
は
、
延
べ
一
七
〇
校
で
出
張
講
義

〈大学・学校間連携部会〉
・出張講義一覧の作成
・高校と大学の教育内容接続のための情報交換会
・高校生対象公開講座（徳島大学）
・教育情報ネットワークを使用した連携事業

〈教育情報作業部会〉
・教育情報ネットワーク
を使用した連携事業

〈教員養成・研修部会〉
・大学における１０年経験者研修等の教員研修
・教員の資質向上連絡協議会
・教育実践に関する共同研究会及びシンポジウム
・教職キャリアアップ合同研修会
・教員免許更新制に関すること
・教育実習に関すること

〈生涯ネットワーク部会〉
・生涯学習推進に向けた情報提供や学習機会に関
するネットワークの構築
・生涯学習推進に向けた生涯学習支援ネットワー
クの構築

連
絡
協
議
会

組織と平成 21年度の事業内容
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が
行
わ
れ
た
。

（
二
）　

高
校
と
大
学
の
教
育
内
容
接
続
の
た
め
の
情
報
交
換
会

大
学
全
入
時
代
の
到
来
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
、
高
校
教
育
と

大
学
教
育
の
円
滑
な
接
続
の
た
め
に
、
学
力
や
学
習
に
対
す
る
取
組
・

姿
勢
の
多
様
化
を
背
景
と
す
る
問
題
へ
の
対
応
が
強
く
望
ま
れ
て
い

る
。本

会
合
で
は
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
高
校
と
大
学
の
教
員
間
の
活

発
な
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、
互
い
の
教
育
の
現
状
と
課
題
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
高
校
と
大
学
の
連
携
や
接
続
に
つ
い
て

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
課
題
解
決

の
方
向
を
模
索
し
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
二
〇
年
度
の
テ
ー
マ

は
、「
高
大
接
続
教
育
に
お

け
る
現
状
と
課
題
～
高
校
で

つ
け
た
い
力
、
大
学
で
つ
け

た
い
力
～
」
で
あ
っ
た
。
ま

ず
、
全
体
会
で
大
学
側
か
ら

は
、
徳
島
大
学
総
合
科
学
部

荒
木
秀
夫
教
授
よ
り
「
イ
メ

ー
ジ
育
成
力
か
ら
視
た
学
力
問
題
」と
い
う
演
題
で
講
演
が
あ
っ
た
。

ま
た
高
校
側
か
ら
は
、
県
教
委
美
馬
持
仁
指
導
主
事
よ
り
「
高
校
生

に
つ
け
た
い
力
」
と
い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
受
け
て

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
語
、
数
学
、
物

理
、
化
学
、
生
物
の
五
つ
の
分
科
会
で
意
見
交
換
を
し
た
。

様
々
な
教
育
課
題
や
問
題
意
識
の
共
有
等
、
高
大
教
育
の
円
滑
な

接
続
を
め
ざ
し
て
、
学
力
だ
け
で
な
く
人
間
力
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

分
野
に
つ
い
て
率
直
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
。
大
学
関
係
者
二
五

名
、
高
校
関
係
者
四
五
名
、
県
教
委
関
係
者
八
名
の
計
七
八
名
の
参

加
で
あ
っ
た
が
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」
と
「
参
考
に

な
っ
た
」
を
あ
わ
せ
て

九
六
・
七
％
で
あ
り
、
参
加

者
の
満
足
度
は
高
か
っ
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
他

の
科
目
で
も
分
科
会
を
行
う

こ
と
や
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

分科会での情報交換

全体会での講演
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（
三
）　

高
校
生
対
象
公
開
講
座

こ
の
事
業
は
、
授
業
時
間
の
関
係
な
ど
か
ら
、
徳
島
大
学
の
み
と

連
携
し
て
い
る
事
業
で
、
平
成
二
〇
年
度
は
四
講
座
を
二
七
名
の
生

徒
が
受
講
し
た
。

平
成
一
四
年
度
に
「
意
欲
の
あ
る
生
徒
に
、
高
校
で
の
授
業
以
外

に
も
高
い
レ
ベ
ル
の
学
問
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う

高
校
側
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
平
成
一
五
年
二
月
に
徳
島
大
学
と
県

高
校
長
協
会
が
「
徳
島
大
学
公
開
講
座
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印

し
た
。

さ
ら
に
は
、
平
成
一
六
年
三
月
に
徳
島
大
学
長
と
県
教
委
教
育
長

と
の
間
で
、
高
校
生
に
大
学
の
授
業
を
聴
講
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
内
容
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
と
と
も
に
生
徒
自
ら
の
進
路
決
定

へ
の
意
欲
的
な
取
組
の
促
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
徳

島
大
学
公
開
講
座
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印
が
な
さ
れ
た
。

実
際
の
連
絡
と
調
整
及
び
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
に
、「
高
大

連
携
連
絡
調
整
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、
公
開
講
座
の
実
施
が
効
率

的
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

近
年
、
高
校
生
が
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
出
張
授
業
等
で
大

学
の
講
義
に
触
れ
る
機
会
は
多
い
が
、
高
度
な
学
問
に
つ
い
て
系
統

的
に
学
べ
る
機
会
は
決
し
て
多
く
な
い
。
受
験
勉
強
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
特
に
学
長
を
は
じ
め
大
学
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
引
き
続
き
、
参
加
者
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
徳
島
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
公
開
講
座
で
学

習
し
た
生
徒
が
、
姉
妹
校
と
の
交
流
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
相
手
校
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
事

業
の
意
義
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

（
四
）　

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
し
た
連
携
事
業

教
育
情
報
作
業
部
会
で
は
、
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｔ
Ｖ
会

議
シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

四
国
大
学
と
新
野
高
校
の
間
で
「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｃ
の
電
子
メ
ー
ル

機
能
を
用
い
た
レ
ク
チ
ャ
ー
及
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
徳
島
大
学

と
富
岡
東
高
校
羽
ノ
浦
校
の
間
で

「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
看
護

技
術
に
つ
い
て
の
講
義
及
び
質
疑

応
答
」
と
い
う
内
容
で
授
業
が
行

わ
れ
た
。

大
学
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る

高
校
で
は
、
な
か
な
か
大
学
の
授

業
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
決
す

遠隔授業
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る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
こ
の
事
業
を
も
っ
と
活
性
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。　

三　

教
員
養
成
・
研
修
部
会
に
お
け
る
取
組

県
教
委
と
し
て
は
、
大
学
の
人
的
・
知
的
資
源
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
先
端
的
な
施
設
設
備
の
利
用
に
よ
っ
て
、
教
員
研
修
の
充
実
が
図

ら
れ
、
教
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
教
員
も
高
校
教
員
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校

現
場
の
実
情
や
現
職
教
員
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
で
、
教
育
課
題
の

研
究
推
進
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
る
。

（
一
）　

大
学
に
お
け
る
一
〇
年
経
験
者
研
修
等
の
教
員
研
修

一
〇
年
経
験
者
研
修
を
は
じ
め
、
各
種
研
修
で
大
学
と
連
携
し
た

講
座
を
設
け
た
。
平
成
二
〇
年
度
は
、
徳
島
大
学
一
三
講
座
・
鳴
門

教
育
大
学
一
五
講
座
・
徳
島
文
理
大
学
三
講
座
・
四
国
大
学
二
講
座
・

放
送
大
学
全
講
座
が
開
設
さ
れ
、
三
三
講
座
に
延
べ
三
九
一
名
が
参

加
し
た
。

（
二
）　

教
員
の
資
質
向
上
連
絡
協
議
会

第
二
回
専
門
部
会
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
教
員
養
成
の
場
で
あ
る

大
学
、
採
用
・
研
修
の
任
務
に
あ
た
っ
て
い
る
県
教
委
、
実
践
の
場

と
し
て
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
教
育
実
習
、
教
員
採
用
状
況
、
研
修
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

（
三
）　

教
育
実
践
に
関
す
る
共
同
研
究
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
〇
年
経
験
者
研
修
受
講
者
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
た
高
校
教
員
と

大
学
教
員
が
、
夏
季
休
業
中
を
中
心
に
教
育
実
践
力
を
高
め
る
た
め

の
共
同
研
究
を
し
て
、
そ
の
結
果
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
発
表
し

て
い
る
。
平
成
二
〇
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
①
学
校
に
お
け
る
組

織
的
・
計
画
的
な
食
育
の
推
進
②
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
・
生

徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

（
四
）　

教
職
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
合
同
研
修
会

教
員
を
志
望
す
る
大
学
生
等
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
研
修
内
容

は
、
教
職
員
の
使
命
感
・
学
習
指
導
要
領
と
学
力
観
・
新
任
教
員
と

の
意
見
交
換
会
・
特
別
支
援
教
育
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
学
力

向
上
の
取
組
に
つ
い
て
で
あ
り
、
現
職
教
員
や
指
導
主
事
を
講
師
と

し
て
開
催
し
て
い
る
。

（
五
）　

教
員
免
許
更
新
制
に
関
す
る
こ
と

教
員
免
許
更
新
制
を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
当
該
制
度
や

免
許
状
更
新
講
習
の
周
知
方
法
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
や
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協
議
を
行
っ
た
。

（
六
）　

教
育
実
習
に
関
す
る
こ
と

昨
年
度
ま
で
、「
教
員
の
資
質
向
上
連
絡
協
議
会
」
で
協
議
さ
れ

て
い
た
が
、
多
く
の
意
見
や
課
題
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
専
門
部
会

で
も
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四　

生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
に
お
け
る
取
組

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
協

議
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）　

生
涯
学
習
推
進
に
向
け
た
情
報
提
供
や
学
習
機
会
に
関
す　

　
　

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

県
内
五
大
学
と
県
教
委
が
一
層
の
連
携
を
図
る
中
で
、
徳
島
県
立

総
合
大
学
校
の
機
能
充
実
と
徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
「
ま

な
び
ひ
ろ
ば
（
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
）」
の
利
便
性
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
多
様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
的
確
な
情
報
提
供
や
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
の
方
策

を
協
議
し
て
い
る
。

（
二
）　

生
涯
学
習
推
進
に
向
け
た
生
涯
学
習
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　
　

の
構
築

「
徳
島
県
教
育
振
興
計
画
」
に
示
さ
れ
た
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
や

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
様
々
な
取
組
、
及
び
体
制
づ
く

り
に
向
け
た
各
種
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
県
内
五
大
学
と
県
教
委

が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
や
目
標
等
を
協
議
し
て
い
る
。

五　

終
わ
り
に

大
学
関
係
者
の
御
理
解
・
御
協
力
を
得
て
、
各
専
門
部
会
で
の
取

組
は
、
着
実
に
定
着
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
大
学
側
と
高
校
側
・

県
教
委
関
係
者
が
、
目
的
や
意
義
な
ど
を
き
ち
ん
と
共
有
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
結
果
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
大
学
側
、
高
校
側
そ
し
て
県
教

委
関
係
者
が
率
直
に
意
見
を
交
換
す
る
中
で
、
お
互
い
の
状
況
や
考

え
等
が
理
解
で
き
、良
い
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
内
容
の
濃
い
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
事
業
内
容
等
の
改
善
に
努
め
、
よ
り
充
実
し
た
連
携

事
業
に
な
る
よ
う
に
し
、徳
島
県
教
育
振
興
計
画
が
目
標
と
す
る「
郷

土
に
誇
り
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
た
、
た
く
ま
し
い

人
づ
く
り
」
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。


